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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年2月25日(2021.2.25)

【公開番号】特開2016-214258(P2016-214258A)
【公開日】平成28年12月22日(2016.12.22)
【年通号数】公開・登録公報2016-069
【出願番号】特願2016-154099(P2016-154099)
【国際特許分類】
   Ａ２４Ｆ  47/00     (2020.01)
【ＦＩ】
   Ａ２４Ｆ   47/00     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年1月7日(2021.1.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　図２０は、本開示の原理に従って単純化された用量および／または加熱器制御の工程２
０００のフローチャートを示している。前記工程２０００の開始にあたって、前記コント
ローラー１７０は（２０２０で）前記センサー１３２を読み取ってもよい。前記センサー
１３２がオンでない（２０３０で「いいえ」である）場合、前記コントローラー１７０は
（２０２０で）前記センサー１３２を読み取り続けてもよい。前記センサー１３２がオン
（２０３０で「はい」）の場合、前記コントローラー１７０は「加熱器作動時間」と「最
近の時間」を比較してもよい。前記「加熱器作動時間」は、前記加熱器１４６を最後に停
止して以降、前記加熱器１４６が継続作動している時間を表示してもよい。前記「最近の
時間」は、前記加熱器１４６が任意の一定期間中に作動していてもよい時間の限度を設定
する定数であってもよく、この定数によって単位時間当たりに供給してもよい用量の限度
が設定される。前記「加熱器作動時間」が前記「最近の時間」よりも大きい（２０４０で
「はい」である）場合、前記工程２０００は（２０２０での）前記センサー１３２の読み
取りに進んでもよい。前記「加熱器作動時間」が前記「最近の時間」よりも小さい（２０
４０で「いいえ」である）場合、（２０５０で）「累積作動時間」を「合計時間」と比較
してもよい。前記「累積作動時間」は、前記ＥＳＤ　１００'の製品寿命期間中に前記加
熱器を作動せた合計時間を表示するカウント値であってもよい。前記「合計時間」は、前
記加熱器１４６が前記ＥＳＤ　１００'の製品寿命期間中に作動していてもよい時間の合
計を設定する定数であってもよい。前記「累積作動時間」が前記「合計時間」に達してい
ない（２０５０で「いいえ」である）場合、（２０５５で）前記加熱器１４６を作動させ
てもよく、前記工程２０００はステップ２０２０に戻ってもよい。前記「累積作動時間」
が前記「合計時間」に達した（２０５０で「はい」である）場合、前記ＥＳＤ　１００'
を恒久的に使用不能としてもよく、前記工程２０００は（２０７０で）終了してもよい。
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